
別紙様式６
令和５年度

改善方策

4 3 2 1 １０月 ２月

A

A

学　校　評　価　表 （　最終評価　） 東広島市立郷田小学校

学校教育目標 「みんなと　のびる」
　～自ら学び　関わり　高まりあう　児童の育成～

経営理念

【ミッション】生涯にわたって主体的に学び，多様な他者と協働し高まりあおうとする人間力を育成する
〈ビジョン〉１　児童一人一人が，自己存在感を実感し，共感的人間関係の中で「豊かな心」を育むことができる温かい学校
　　　　　　　２　児童一人一人が，学ぶ楽しさを実感し，みんなと伸びる中で「確かな学力」，「たくましい体」を育む学校
　　　　　　　３　教職員一人一人が，児童に対する愛情と教育に対する使命感を持ち，専門性を発揮しながら対応できる組織的な学校
　　　　　　　４　「開かれた教育課程」のもと，家庭や地域と連携し，伝統の継承と創造を実現する学校

評価計画 自己評価
学校関係者評価

（学校運営協議会による評価）

項
目

重
点

中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目
目
標
値

評価基準 達成値
達成度 評価 結果と課題の分析 評価 コメント 改善方策

豊
か
な
心

（
徳

）

1
　多様な他者を尊重
し，協働できる児童
の育成

いじめ，不登校，問
題行動のない学校・
学年・学級づくり

東広島スタンダード
の定着

学校・学年・学級経営の充実
（情報の共有化と組織的な対
応）
縦割り班活動の充実
無言掃除，無言移動，無言集
合の徹底
ノーチャイムによる学校生活
キラキラカードの活用
心のサポーター，スクールカ
ウンセラーの活用

「３つの無言（今年度重点目
標『無言移動』ができた」項目
での，児童の肯定的評価を
80％以上にする。

80%
110%
以上

95%
以上

85％
以上

85％
未満

89.2% 83.7% 105% 3

　「３つの無言『無言移動』ができた」項目での，児
童の肯定的評価は84％で，目標値を上回った。し
かし，教職員と児童の意識に差異が見られる。教
職員の指導や目標設定にも差があり，全校で統
一された基準等，一貫した指導体制を整える必要
がある。

A

・教職員の意識の差異が改善されるよ
うな取組を期待している。
・教職員間で意識統一し，一貫した指
導体制を作ることが重要である。
・よい取組なので今後も継続して更に
評価を上げてほしい。

　教職員での一貫した指導を行うための
研修を取り入れ，３つの無言に関する教
職員での意識統一を図る。また，児童に
課題意識をもたせるため，児童会活動
や委員会活動を活用した児童による全
校的な取組を企画，立案させていきた
い。

「よく挨拶をする」項目での，
保護者の肯定的評価を70％
以上にする。

70%
110%
以上

95%
以上

85％
以上

85％
未満

64% 68% 97% 3
　「よく挨拶をする」の項目での，保護者の肯定的
評価は68％であった。中間評価より，４％向上し
た。缶バッジ効果により校内で挨拶をする児童
は，増加傾向である。地域や家庭でも挨拶をする
児童を増やす取組を考えていく必要がある。

A

・見える化の一環として缶バッジ効
果は素晴らしいと思う。
・地域と連携して相乗効果を発揮し
てほしい。
・挨拶することで，周りの人も良い気
持ちになれることを定着させていほ
しい。

　挨拶の質の向上を促すために，どのよ
うな挨拶がよいか全校で考えていきた
い。また，来年度は地域での挨拶をより
活発にするために，安全パトロール隊の
方との連携を密に行っていきたい。

確
か
な
学
力

（
知

）

2 　主体的，対話的に
深く学ぶ児童の育成

個別最適な学びの
実現

協働的な学びの実
現

基礎学力の向上

ユニバーサルデザインの視点
による授業づくり（場，ルール
等）
授業研究を中心とした校内研
修等による教師の授業力の向
上（指導方法の工夫と改善）
GIGAスクール構想の推進
（ICTの活用による学びの充
実）
探究的な学習や体験活動の
充実
自学コンクールの実施

「なぜだろう，やってみたいと
思う」項目での，児童の肯定
的評価を90％以上にする。

90%
110%
以上

95％
以上

85％
以上

85％
未満

86.7% 91% 101% 3
　概ね目標を達成することができた。「課題の設定」過程
や本時のめあての設定までの流れにおいて，児童に学
習内容への疑問や目的意識をもたせる工夫を行ってきた
ことが，児童の課題意識や学習意欲に繋がったと考えら
れる。しかし，問題や課題にひきつけられてはいるもの
の，児童の学習意欲の持続にまでは至っていない。

A

・子ども達が積極的に授業に参加して
いる姿が見られた。
・課題設定は，学習においてたいへん
重要な過程であるので継続して取り組
んでほしい。

　本時の山場場面において協働的な活
動を積極的に取り入れたり，単元の途
中においても児童の興味や関心を再び
喚起するような事象を提示したりするな
ど，主体的な学びへのさらなる工夫をし
ていく。

「〇〇科（研究教科等）の授
業が楽しい，よくわかる」項目
での，児童の肯定的評価を
85％以上にする。

85%
110%
以上

95％
以上

85％
以上

85％
未満

92% 92% 108% 3
　概ね目標を達成することができた。授業チェックシートや児童アン
ケートの結果によると，一単位時間あたりの授業において，ユニ
バーサルデザインの視点を意識して手立てを考えたことで，本時の
ねらいをより確実に達成することができ，児童の「できた，わかった」
に繋がったといえる。また，「やってみたい」と思わせる導入の工夫
をしたことも効果的であったと考える。今後は，学びの深まりを意識
していきたい。

A

・全員がわかりやすい授業というのは
難しいかもしれないが，工夫して進め
てほしい。
・ユニバーサルデザインの考え方も有
効に機能していると思うので継続して
ほしい。

　ユニバーサルデザインの視点による授業づくりを
継続し，どの児童にも「よくわかる」授業になるよう
にする。「やってみたい」と思わせる導入の工夫や
必然性のある課題発見を通して，各教科の「楽し
い」を引き出していく。教科等の見方・考え方を働
かせ，友達と協働的に活動する場面や友達や先
生などと話しながら考えを深めていくような授業改
善を仕組む。

国，算，社，理の中から任意
の1教科について，単元末テ
ストの学級平均点を85点以
上にする。

85点
110%
以上

95％
以上

85％
以上

85％
未満

86点 87点 102% 3

　概ね目標を達成することができた。授業研究を中心とした校
内研修等，学年部で教材研究をすることを通して，「つけたい
力」を明確にし，手立てを考えることができた成果だと考える。
しかし，学年が上がるにつれて個人差が大きく，得点率が低く
なる傾向にある。また，国語科を除く教科で観点別にみると，
「思・判・表」に課題がみられる。授業改善で基礎的な知識は身
に付いてきているが，それらを使って発展的に思考したり，表
現したりすることには課題があるといえる。

A

・学習規律の徹底が基底にあると思
う。
・子供たちの理解力と表現力と，語彙
力の向上をもっと伸ばせたらよいと思
う。

　今年度の研修を生かして，ユニバーサ
ルデザインの視点による授業づくりを継
続していく。特に年度初めの学習規律の
徹底を図る。
　学年部での教材研究や模擬授業等を
通して，指導方法の工夫と改善を行い，
教師の授業力の向上を図る。

た
く
ま
し
い
体

（
体

）

3 　健康でたくましい
心と体の育成

望ましい生活習慣
の確立

体力，運動能力の
向上

健康教育の充実
体育科授業の充実
体育的行事の充実
（感染症対策等の周知，徹底）

「運動やスポーツに取り組ん
でいる」項目での，児童の肯
定的評価を85％以上にす
る。

85%
110%
以上

95%
以上

85％
以上

85％
未満

81.2% 91% 107% 3
　肯定的な評価の割合が上がり，概ね目標達成を果たし
ている。毎週水曜日をロングタイム昼休憩として，外遊び
を奨励した効果と考える。また，「なわとび大会」のような
体育的行事が目標となり，意識して運動しようとする児童
の増加が認められたからである。課題は，運動経験の少
ない児童の固定化である。

　休憩時や体育科授業の導入等におい
て児童が取り組みやすく，かつ運動技能
向上につながる運動遊びを軸に運動や
スポーツに触れる機会や取り組みたい
と思う動機付けを行う。運動の日常化を
図り，短時間でも行うことで，週当たりの
運動時間（合計）の増加につなげてい
く。

「立ち幅跳び」，「反復横跳
び」において，体力テストにお
ける得点平均が，前年度の
当該学年を0.1ポイント以上
上回る。

101%
110%
以上

95%
以上

85％
以上

85％
未満

103% 99% 98% 3

　概ね目標を達成することができた。体育科授業
で，跳ぶ力の向上を意識した取組があったことと，
「なわとび大会」等の体育的行事で，目的意識を
もって児童自身が跳躍力を高める運動を行う頻度
が高まったからと考える。課題は，体力テスト全般
を見てみると，県平均等との比較で下回る項目が
増えたことである。

　令和５年度の体力テストの結果から，
柔軟性に課題があることが分かった。ま
た，学年個別に見ると，前年度の数値を
下回っている調査項目が見られる。教
師の指導力および経験を向上させ，より
効率的に各運動能力の向上が見込める
指導法の工夫と実施の徹底を行う。

地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り

4
　保護者や地域に開
かれた信頼される学
校づくり

保護者，地域と連
携した「共育」の推
進

学校運営協議会制度の推進
（地域団体との交流，学校支
援ボランティアの活用）
学校教育活動に関する情報
発信の充実

101% 3

　肯定的評価が90％，否定的評価が4％であっ
た。感染症対応も緩和され，参観日や学校行事等
が，感染症の流行前の状態に戻りつつあり，学校
教育活動の様子を参観していただく機会や懇談
会，地域学習等の，教職員と保護者や地域と児
童が関わる機会が増えたことも要因と考える。

A
「学校は，保護者や地域と連携
を密にしている」項目での肯定
的評価を90％以上にする。

90%
110%
以上

95％
以上

85％
以上

85％
未満

・保護者だけではなく，地域にも学校だ
よりが回覧されている。
・丁寧な報告等に感心している。

　引き続き，「学校，学年だより」，HP等
の充実を図り，教育活動や家庭，地域，
学校が連携した「共育」の推進について
関心や参画意識を高めたい。

・学校が総合的な学習の時間で夏祭り
を題材にして学習を深め，児童が主体
的な学習者として探究を進めることが
できている。
・休日の地域行事への協力に課題が
あるので改善してほしい。

　事案発生後の連携は，マイナス要素
のものが多くなるため，問題行動等の未
然防止に努める。プラス要素の連携を
意識した日常的な双方向連携を心掛け
る。地域の教育資源（ひと・もの）を活用
し，地域愛を育む取組を強化する。

90% 91%

3
　肯定的評価が97％あり，「学校だより」や「学年
だより」，HP等の情報発信や，教職員等による保
護者等への連携が効果的に行われていることが
考えられる。

85％
以上

85％
未満

85％
以上

107% A
「学校の教育活動や児童の様子
がよくわかる」項目での肯定的
評価を90％以上にする。

90%
110%
以上

95％
以上

「働き方改革（業務
改善）」の推進

　勤務時間外在校時間月平均60時間を超える教
職員は0％であった。年休取得日数も増加してい
る。日課表の見直しによる計画的な業務推進や
研修日の設定等の効果が考えられるが，持ち帰り
仕事は課題である。

85％
以上

85％
未満

94% 97%

A100% 3業務改善の推進による時間の
確保（日課表の見直し，教職
員の協働体制の確立）
積極的な年休取得奨励（年間
行事の見直し，一斉閉庁日の
設定）

勤務時間外在校時間月平均60
時間以上（年平均）の教職員を
0％にする。

0%
110%
以上

95％
以上

・校長が中心となって働き方改革の推
進を図っていることが評価できる。
・持ち帰り仕事をなくしていくのは非常
に難しく根本的な改革が必要である。

　引き続き，業務推進のため効率的な
日課表や週予定，月予定の工夫・改善
の検討を続ける。業務の精選やICTの
活用等により，さらなる効率化を図る。

「所属校は，働きやすい職場で
ある」項目での肯定的評価を
90％以上にする。

90%
110%
以上

95％
以上

85％
未満

12% 0%

A

・ロング昼休憩とのびる日が連動して
いて素晴らしい。
・子ども達からの評判がよいので継続
してほしい。
・運動する機会が増加するように取組
を図ってほしい。
・先生と遊んだことが，印象に残ってい
ると思う。

・校内スポーツ大会は，クラスや個人
の目標がもてるよい取組である。
・「立ち幅跳び」「反復横跳び」のスキ
ルを分析し，上達させるための練習を
取り入れていくとよい。
・これからも運動能力向上に向けた取
組を期待している。

・今後も「のびる日」のような積極的な
アプローチを期待している。
・教職員が心身ともに元気でゆとりの
あることが子供に余裕をもって対応で
きることに直結していると思う。

　「働きやすさ」と「働きがい」の両立を目
指し，教職員の一人一人のキャリアス
テージに応じたキャリアプランの実戦を
支援する組織・環境づくりを進めるととも
に，長期的な展望をもった人材育成を推
進する。若手と中堅の融合を図る。

100% 91 101% 3

　達成値は減少しているが，肯定的評価の数は増
加している。東広島市スクールサポート事業，学
校ボランティア等の活用により，教職員に対する
効果的な支援ができていることや，「のびる日（宿
題なし）」の設定等も，教職員の心のゆとりにつな
がっていると考える。


